
 

財
政
困
難
原
因
の
大
き
な
原
因
が
身
の
丈
以
上
の
見
通
し
の
な

い
開
発
事
業
を
進
め
、
大
き
な
借
金
を
つ
く
っ
た
開
発
優
先
の
失

政
だ
と
考
え
ま
す
。 

                                      

「
平
和
都
市
宣
言
」
に
基
づ
く

行
動
に
つ
い
て
問
わ
れ 

市
長
は 

「
い
た
ず
ら
に
過
去
に
こ
だ
わ
る

ば
か
り
に
日
本
人
と
し
て
生
ま
れ

た
誇
り
す
ら
忘
れ
、
自
信
が
持
て

な
い
状
況
は
、
正
常
で
は
な
い
と

考
え
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、

そ
し
て
、「
国
際
社
会
の
一
員
と
し

て
果
た
す
べ
き
役
割
は
何
な
の
か

な
ど
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、
確

固
た
る
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
も
考
え
る
も
の
で
あ

り
」
と
自
民
・
公
明
政
権
の
安
部

総
理
と
同
じ
考
え
を
披
瀝
し
ま
し

た
。 

ＮＯ：６                    日本共産党川西市会議員団              ２００７年５月１０日 

ご意見・ご要望をお聞かせ下さい 

市
長
＝
「
お
も
て
な
し
の
心
」

で
市
民
に 

「
お
も
て
な
し
の
心
」
は
い
か
に

も
経
営
者
の
発
想
。 

市
民
は
主
権
者
で
す
。
住
田
議

員
の
違
和
感
が
あ
る
と
の
指
摘
に 

市
長
は 

「
市
民
の
立
場
に
立
つ
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
」「
市

民
に
真
心
を
込
め
て
接
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
」
。
住
田
議
員
の
「
福

祉
の
心
」
と
ち
が
い
は
な
い
と
考

え
る
。
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

福
祉
行
政
に
つ
い
て 

住
田
議
員
が
「
福
祉
優
先
の
施
政
」

を
要
求
し
た
の
に
対
し
て 

市
長
は 

「
時
代
が
行
き
す
ぎ
て
い
る
の
で

な
い
か
・
・
す
べ
て
人
に
任
せ
る

ん
じ
ゃ
な
く
て
自
分
で
出
来
る
こ

と
は
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
・
・
あ

れ
に
し
て
ほ
し
い
、
こ
れ
に
し
て

ほ
し
い
、
そ
う
い
う
こ
と
で
は
皆

さ
ん
の
協
力
は
得
ら
れ
な
い
と
思

い
ま
す
」 

そ
し
て
助
役
は 

「
福
祉
だ
け
を
優
先
の
枠
と
い
う

ふ
う
な
こ
と
は
、
今
の
と
こ
ろ
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
」 

企
画
財
政
部
長
は 

「
行
政
の
守
備
範
囲
を
見
直
し

て
・
・
個
人
ま
た
は
地
域
で
出
来

な
い
こ
と
を
行
政
で
や
っ
て
い

く
・
・
補
完
性
の
原
理
だ
・
・
・
」

と
も 

三
月
予
算
市
議
会
が
二
月
二
六
日
～
三
月
二
六
日
ま
で
開
催

さ
れ
、
市
長
の
〇
七
年
度
施
政
方
針
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
予
算

案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
と
問
題
点
に
つ
い
て

報
告
致
し
ま
す
。
日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
総
括
質
問
を
住
田

議
員
が
、
一
般
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
は
住
田
・
土
谷

議
員
が
、
特
別
会
計
予
算
審
査
に
は
黒
田
・
大
塚
議
員
が
あ
た

り
ま
し
た
。
ま
た
一
般
質
問
は
土
谷
・
黒
田
・
大
塚
議
員
が
行

い
ま
し
た
。 

市
長
発
言
か
ら 

景
気
が
好
調
で
あ
る
一
方
で
、
国

民
に
手
応
え
の
あ
る
実
感
が
乏
し

い
の
は
、
企
業
が
競
争
力
を
上
げ

る
こ
と
に
よ
っ
て
景
気
回
復
を
図

っ
て
き
た
結
果
、
正
規
雇
用
や
家

計
部
門
へ
の
波
及
が
遅
れ
て
い
る

と
こ
ろ
に
原
因
が
あ
る
。
私
は
、

企
業
の
体
力
の
強
化
が
ひ
い
て
は

個
人
の
所
得
に
反
映
さ
れ
、
底
上

げ
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。 

助
役
が
答
弁 

財
政
を
困
難
に
さ
せ
た
原
因
は
Ｈ

９
年
を
ピ
ー
ク
に
こ
の
７
年
間
で

約
５
０
億
円
も
減
尐
し
た
こ
と
が

大
き
い
、
駅
前
再
開
発
や
中
央
北

地
区
で
の
多
額
の
市
税
投
入
が
原

因
に
な
っ
て
い
る
と
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。
税
収
入
の
落
ち
込
み

に
伴
う
政
策
方
針
の
変
更
や
行
財

政
改
革
へ
の
取
り
組
み
に
時
間
が

か
か
り
、
十
分
に
対
応
し
き
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
、
現
在
の
厳
し
い

局
面
を
迎
え
て
い
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

中期財政収支計画（２００７～２０１１） 単位：百万円
２００７年 ２００８年 ２００９年 ２０１０年 ２０１１年 合計

歳 入 歳 出 差 引 △９８５ △１,１７０ △１０３９ △１０９０ △６８９ △４９７３
新行財政改革効果目標額 ０ ５００ ９００ １１００ ７００ 3200
基 金 取 崩 額 ９８５ ６７０ １３９ ０ ０ 1794
実 質 収 支 ０ ０ ０ １０ ２１
基 金 残 高 ２９４３ ２２７３ ２１３４ ２１３４ ２１３４

三位一体影響額（単位千円）
６億円の減収に(０７年度分）
税源移譲 ８３７，９７２
地方譲与税 △９１７、０００
地方交付税 △２６６、０００
補助金カット △２６３、９６７
合計 △６０８、９９５

下の表で示されるように、毎年１０億円の資金不足、２０１１年で５０億円

に。それを補うために、新行政改革で３２億円、基金取崩１８億円で財政不

足を補う計画です。「行政改革」では職員減、福祉後退・料金値上げです。 

債務（借金）の推移
Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９
84,015 82,429 89,941 88,881 90,891 91,353
56,064 56,554 51,591 55,745 56,345 55,373
6,361 6,300 6,701 6,848 6,843 6,750
1,757 1,644 1,556 1,367 1,197 1,005

684 813 1,695 4,108 6,997
19,833 17,247 29,280 23,226 22,398 21,228
9,249 7,105 6,019 4,869 3,709 2,943
74,766 75,324 83,922 84,012 87,182 88,410
21,808 20,471 20,058 20,173 20,396 21,767

基金残高②

地方税収入④
債務総額③（①ー②）

債務総額①
地方債残高（普通会計）
地方債残高（下水道雨水分）

（単位：百万円、年）

地方債残高（病院繰入分）
地方債残高（ごみ施設川西分）
債務負担行為（土地公社・整備公社）

開発優先で多額

の借金 

開発に伴う用地

買収で借金 

三位一体改革は：①国庫補助負担金の廃止・縮減、②国から地方

への税源移譲、③地方交付税の見直し＝削減、の三つを一体です

すめるもの。財源の一部を地方に移すのとひきかえに、国で行う

べき福祉・教育のための国庫補助負担金を縮小・廃止し、地方交

付税を削減することで、住民サービスの大幅な切り下げが押しつ

けられようとしています。 

 



 
こ
の
条
例
に
は
、
「
行
政
改
革
」

を
進
め
る
審
議
会
の
設
置
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ム
ダ
を
省
き

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
行

政
改
革
が
望
ま
れ
ま
す
が
、
今
ま
で

の
「
行
政
改
革
」
は
公
共
料
金
の
引

上
げ
や
福
祉
対
策
の
切
捨
て
、
職
員

の
削
減
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。

間
違
っ
た
「
行
政
改
革
」
は
止
め
る

べ
き
。
と
「
改
革
」
の
内
容
を
た
だ

す
こ
と
を
求
め
賛
成
討
論
を
行
い

ま
し
た
。 

 

一
般
職
給
与
の
昇
級
を
「
勤
務

成
績
に
応
じ
て
行
う
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
欠
勤
が
多
い
と
か
、

勤
務
態
度
で
は
な
く
仕
事
の
「
成

果
」
、
成
果
主
義
賃
金
制
の
導
入
で

あ
り
ま
す
。
評
価
は
上
司
が
行
い

ま
す
。
導
入
し
た
民
間
企
業
で
の

調
査
結
果
は
、
上
司
の
顔
色
を
う

か
が
い
、
職
場
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

も
損
な
わ
れ
る
な
ど
良
い
結
果
は

出
て
い
ま
せ
ん
。
評
価
や
考
課
に

昇
級
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
と
反
対
し
ま
し
た
。 

３
月
市
議
会
に
は
四
十
二
の
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
一
議
案
に
問
題
点
を
指
摘
し
て
賛
成
討
論
、 

０
７
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
六
議
案
に
反
対
し
討
論
。
し
た
が
い
ま

し
て
三
十
六
議
案
に
賛
成
を
し
ま
し
た
。
報
告
は
、
問
題
点
を
指
摘
し
た

議
案
、
反
対
し
た
議
案
、
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。 

 

中
央
北
地
区
開
発
で
は
土
壌
汚

染
対
策
で
３
億
円
。
事
業
を
急
い
で

い
ま
す
。
し
か
し
、
全
体
の
事
業
計

画
、
事
業
の
見
通
し
は
あ
り
ま
せ

ん
。
汚
染
対
策
は
必
要
で
す
が
、
計

画
も
立
て
ず
に
進
め
る
の
で
す
。
今

ま
で
の
失
政
の
反
省
は
な
い
の
で

す
。 

 

０
５
年
に
あ
ま
り
も
大
幅
な
引

き
上
げ
を
行
っ
た
た
め
値
上
げ
の

激
変
を
緩
和
せ
よ
と
議
会
決
議
で

３
年
間
に
分
割
し
て
値
上
げ
を
し

ま
し
た
。
払
い
た
く
と
も
払
え
な

い
、
こ
の
５
年
で
短
期
証
発
行
が

６
倍
以
上
、
資
格
書
発
行
が
１
７

倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
保
険
証

が
な
い
た
め
医
者
に
行
け
ず
、
重

症
化
し
た
例
が
全
国
で
１
０
２
７

件
、
死
亡
が
２
５
人
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
値
上
げ
で
な
く
引
き
下

げ
を
お
こ
な
う
こ
と
で
す
。 

           

 

現
在
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
建

物
を
二
千
万
円
遣
い
解
体
、
そ
こ

に
、
民
間
保
育
所
を
一
億
五
千
万

円
出
し
て
誘
致
、
三
年
間
土
地
を

無
償
提
供
、
そ
の
後
２
％
で
貸
与
。

栄
公
立
保
育
所
を
廃
止
。
さ
ら
に
、

教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
を
移
転
、
敷

金
二
千
二
百
万
円
、
家
賃
年
間
二

千
三
百
万
円
支
払
う
。
こ
ん
な
無

駄
遣
い
で
な
く
、
公
立
保
育
所
を

残
し
、
民
間
に
貸
す
用
地
に
教
育

情
報
セ
ン
タ
ー
を
移
転
す
れ
ば
、

遙
か
に
公
有
財
産
の
効
果
的
活
用

に
な
る
と
指
摘
。 

 

こ
の
議
案
に
は
、
こ
ど
も
の
医
療

費
助
成
を
拡
充
す
る
内
容
と
、
高
齢

者
の
医
療
費
負
担
増
の
内
容
が
ひ
と

く
く
り
で
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
こ
ど
も
の
医
療
費
の
助
成
拡
充

は
今
ま
で
運
動
を
進
め
て
き
た
も
の

で
、
そ
の
成
果
で
す
。
そ
の
こ
と
を

明
確
に
し
な
が
ら
、
高
齢
者
医
療
費

引
き
上
げ
は
許
せ
ま
せ
ん
。 

◎
０
歳
児
の
通
院
時
及
び
０
～
１
２

歳
の
入
院
時
に
お
け
る
医
療
費
の

自
己
負
担
を
無
料
に
す
る
。 

◎
広
域
小
児
急
病
セ
ン
タ
ー
建
設
Ｈ

２
０
年
開
設
。 

◎
高
齢
者
交
通
費
助
成
（
以
前
の
半

額
で
あ
る
が
住
民
の
運
動
で
一
定

の
前
進
） 

◎
高
齢
者
外
出
支
援
拡
大 

◎
猪
名
川
町
と
共
同
で
消
防
指
令
シ

ス
テ
ム
構
築
。 

  

開
発
優
先
で
今
年
度
の
借
金
返

済
額
も
５
１
億
円
市
税
収
入
の
２

６
％
に
、
財
政
を
圧
迫
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
教
訓
は

学
ば
ず
、「
行
政
改
革
」
の
取
り
組

み
が
遅
い
か
ら
と
総
括
、
今
年
度

か
ら
「
新
行
財
政
改
革
」
と
名
称

も
新
た
に
取
り
組
み
を
強
化
す
る

の
で
す
。
そ
の
内
容
の
中
心
は
、

職
員
定
数
の
削
減
、
公
共
料
金
の

見
直
し
（
引
上
げ
・
有
料
化
）、
福

祉
の
削
減
、
市
民
負
担
の
増
大
で

あ
り
ま
す
。
市
長
の
「
市
民
満
足

度
の
向
上
」
か
ら
ほ
ど
遠
い
も
の

と
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

ＮＯ：６                     日本共産党川西市会議員団              ２００７年５月１０日 

ご意見・ご要望をお聞かせ下さい 

市民負担１２億円にも（単位千円）
消費税（市負担分と公共料金で市民負担分） 812,481
定率減税廃止 401,683
老年者非課税廃止 53,437
合計 1,267,601

 

命
の
水
、
水
道
料
金
の
値
上

げ
で
す
。
そ
れ
で
な
く
と
も
高

い
川
西
市
の
水
道
料
金
、
平
均

２
５
％
も
の
引
き
上
げ
を
行
い

ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も
負
担
が

大
き
い
と
２
年
間
に
分
け
て
値

上
げ
を
実
施
、
今
年
２
年
目
で

す
。 

交渉団体名 幹事長名
連合市民クラブ 土田　忠 越田謙冶郎安田忠司 津田加代子小山敏明 多久和桂子６人
市政会 忠礼思無哉倉谷八千子上馬　勇 宮地尊士 松田恭男 久保義孝 ６人
公明党 志水隆司 江見輝男　 平岡 譲 大矢根秀明岩田秀雄　　 ５人
日本共産党 住田由之輔大塚寿夫 土谷一郎 黒田美智 ４人
智政会 吉富幸夫 西山博大 梶田忠勝 安田末廣 ４人
自治市民クラブ 北上哲仁 宮坂満貴子小西佑佳子 ３人
交渉団体無所属 吉田　進 前田　貢

所　属　議　員　名
川　西　市　議　会　交　渉　団　体

他の２人は賛成 

松田氏着席（反対） 

合計４２議案ありますので問題点を指摘した議案と平成１９年度一般会計・特別会計予算での各会派の態度
議     案     名 共産党 連合市民ク 市政会 智政会 自治市民ク 無所属

事務分掌条例の一部改正 賛成討論 賛成 賛成 賛成 賛成 吉田氏反対

職員給与条例の一部改正 反対 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成
福祉医療費助成の一部を改正 反対 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成
平成１８年度一般会計補正予算 反対 賛成 賛成 賛成 小西氏退席 賛成
平成１９年度一般会計予算 反対 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成
平成１９年度国民健康保険事業特別会計予算 反対 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成
平成１９年度老人保健事業特別会計予算 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成
平成１９年度農業共済事業特別会計予算 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成
平成１９年度下水道事業特別会計予算 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成
平成１９年度介護保険事業得月会計予算 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成
平成１９年度用地先行取得事業特別会計予算 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成
平成１９年度水道事業会計予算 反対 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成
平成１９年度病院事業会計予算 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成


